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報道関係各位 

「 消えた砂浜 九十九里浜五十年の変遷 」刊行のお知らせ 

（財）ｼｯﾌﾟ･ｱﾝﾄﾞ･ｵｰｼｬﾝ財団  海洋政策研究所 

このたび（財）ｼｯﾌﾟ･ｱﾝﾄﾞ･ｵｰｼｬﾝ財団海洋政策研究所は、日本財団の協力を得て「消えた砂浜 九

十九里浜五十年の変遷」と題した写真集を日経ＢＰ企画より出版いたしました。 

当研究所では、疲弊したわが国の沿岸環境の再生を考える取り組みとして、沿岸域管理に関する各

種調査研究を行っておりますが、科学的な研究だけではなく、沿岸域がいかにして変わっていったか

という過程をわかりやすく市民に伝える、情報提供の試みも重要であると考えております。 

こうした取り組みの一つとして、千葉県旭市在住の写真家小関与四郎氏が約５０年間にわたって撮

り続けた地元九十九里浜の膨大な写真の中から１３５点を厳選し、戦後の経済成長の時代の中でわが

国の海岸が激変してゆく様をありのままに伝える映像変遷史として編集したものが本書であります。 

戦後間もない時代の九十九里浜の漁村風景や、そこに暮らす人々の様子を捉えた数多くのカラー写

真、そして「オッペシ」と呼ばれた女性漁労従事者に当時の漁村の生活を赤裸々に語っていただいた

座談会記事、専門家による解説など、写真以外にも見所が盛りだくさんの内容となっております。 

日本の沿岸環境の変わりゆく過程を紐解く資料として、そしてまた、失われつつある漁村文化の理

解の書として本書をご活用いただければと考えております。 

なお本書は、日本財団が九十九里浜の現状を調査して取りまとめた冊子「日本の海岸はいま・・」、

「続日本の海岸はいま・・」の成果をもとに制作したものであり、これらの冊子は日本財団ホームペ

ージ（http://nippon.zaidan.info/）にて公開されておりますので、こちらも併せてご覧下さい。 
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